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ま　え　が　き

　日本気象学会は1882年・（明治15年）に創立されたのだから今年でちょうど満75年になる．学会

ではこの機会を記念して幾つかの事業を計画した．それは欧文および和文の“記念論文集”を出版す

ること，“日本気象学会史”を出版すること，“記念講演会”を行うこと，“記念式典”を行うこと

等であった．この記念論文集（和文の部）はこれらの記念事業の中の一つなのである．

　日本の気象学や気象事業の発達は上記の日本気象学会史にも記される筈であ．るが，ここには学会創

立の頃とその後の発展をふり返って簡単に記しておきたい．

　日本における気象的な思想の興隆及び衰退は藤原咲平博士の“日本気象学史”に明らかであるが，

それとは別に，近代的な学問の体系をそなえた気象学が日本に入って来たのは，江戸時代の終りであ

った．その当時の日本で，外国人が寄港し，また居住することが出来たのは長崎だけであったが，気

象学もやはりその長崎から日本に入って来た．「Kampferは日本誌で日本の気候を論じ（1727年，

享保12年），Thunbergは温度計を用いて初めて長崎その他の気温を測定した（1775年，安永4年）．

その後長崎出島の和蘭館では断続して観測がなされ，一方江戸司天台でも文政元年（1818年）ごろよ

り気象要素を観測したが，幕末開港をまって観測地点も那覇，函館，横浜等となった」

　明治維新後日本の国の仕事として東京の気象観測を行うようになったのは，1875年（明治8年）

6月1日であり，気象電報を開始し，天気図を作り，暴風警報の仕事をはじめたのは1883年（明治

16年）のごとであった。当時の測候所の数は日本本土に20ヵ所位のものであったが，毎日天気図を

作り初めたのはアジア諸国の中で最初であったという．これらの仕事をはじめるに当ってはイギリス

人Henry　B．Joynerやドイツ人Erwin　KnipPingらの助力があったが，同時に日本人として草

創の仕事に当った正戸豹之助，荒井郁之助，小林一知氏らの名を忘れることは出来ない．

　こういう背景の前で1882年（明治15年）5月に“東京気象学会”が創立された．創立当時の会員は

全国でわずかに38名であった．学会は機関誌として“気象集誌”を発行して会員に配布した．この

時の集誌は今のB6判に近いもので毎号30数頁を刷・っている．

　気象集誌は1882年5月から隔月位に刊行されて1884年（明治17年）まで続いたが，そこで一旦

中絶してしまうた．しかしこの中絶は測候所の増設や気象台の整備等に忙しいために‡むを得ずとら

れた手段らしく，学会は4年後の1888年（明治21年）に陣容を新にして再発足している．この

頃には測候所の総数も30数ヵ所となり，天気図を刊行し，暴風警報を出すほか，各所に暴風標を設

け，又毎日の新聞紙上に天気予報を掲載するようになっていたのである．

　この時，会の名前も改めて・・大日本気象学会”とし役員も改めて会頭に山田顕義伯，幹事長に荒井

郁之助氏を推した．その7月に気象集誌の第7年第1号を発行し，その後ずっと月刊で続けた．

　集誌を月刊で発行することは関東大震災や，第2次世界大教の終戦前後のような非常の場合を除い

て近年まで続けられた．『復活当時の会員数は260名であった・

　日本の気象学の水準も段々に高くなって来たので1904年（明治37年）には気象集誌に欧文欄を設

け，日本の気象学者の論文の中価値の高いものを世界の気象挙界に紹介するとともに，外国の気象学

者の寄稿をも乞うこととした．中央気象台の欧丈報告（Bulletin　of　C．M．O．）が創刊されたのは

ちょうどこの頃であり，これまで欧文のもの獄帝国大単の紀要に掲載されるか，あるいは単行本として

印刷されるかの方法しかなかったのである．しかしこの欧文欄も毎号連載されたわけではなく，時々
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掲載される程度であった．日本文の論文の欧丈アブストラクトを必ずつけるようにしたのはずっと後

　　　　　　　　　　　　へのことである．

　1922年（大正11年）までが気象集誌の第1集で，1923年（大正12年，関東大震災の年）より第2集

第1巻となる．すなわち現在集誌は第2集第35巻であ為に拘わらず75周年記念号を出版するわけで

ある咳第2集第1巻よりはB5判横書きとなった・この後都含で一時縦書きに戻ったこともあった

が，置それも暫らくで再び横書きとなり現在に至っている．

　昭和に入ってからの学会の発展は，気象事業のそれと平行して特に薯しいものがあった．1937年

（昭和12年）頃からは国が戦時体制になり，気象事業にも拡張が行われ，気象技術者の数が増した

のにつれ，気象学会々員数も毎年50名位の割合で増していった・そして昭和20年には会員の数は一

時1，800名に達していたのである．

　学会は1941年（昭和16年）7月に社団法人となり，この機会に会名を改めて“日本気象学会”と

なった．役員は理事長，理事でやってゆく事となり，従来会頭であった岡田武松博士が理事長に選

ばれた．

　単会活動は終戦によっても中断されることなく1945年（昭和20年）秋にはもう講演会を開いて戦

時中に蓄積した研究結果の発表を行っている．

　1951年（昭和26年）秋には総会及び大会を初めて京都で行い，その後は隔年に総会を東京以外の

所で行うことになった．1953『年（昭和28年）には関西支部及び九州支部が設立され，その後仙台支

部及び北海道支部も設立されて，支部の組織も充実した．

　1954年（昭和29年）春の大会では，雲の物理及び季節予報の討論会を行ったが，以後大会ごと

に種々の題目にっいての討論会を行い，月次会も主題塗定めたものを主として行うようになうた．

またほかの数多くの学会と共同して風や航空気象等に関する討論会も行っている．

　1953年（昭和28年）の末には定点観測船の問題に関して声明を出し，翌1954年には原水爆実験

反対声明を出した．これは国際的にも大きな反響をよんだが，学会では単なる声明に止まらず原水爆

実験の気象に対する影響に関する国内各研究者の研究結果の総会報告を作って発表した．

　日本気象学会の現在の会員数は約1，500名で，研究発表会としては毎月1回の月例会と春秋2回の

大会を催すのを通例とし，機関誌として“気象集誌”を隔月に，“天気”を毎月に発行している．

天気は1954t年に創刊されて現在第4巻である．これらのほか“気象研究ノート”を隔月位に発行し

て希望者に配布している．

　今度75周年記念論文集を出版するに当り，　その欧文の部に外国の気象学者の寄稿を勧誘したとこ

ろ，ヨーロッパ，アメリカ，アジアの諸国から20数篇の論丈の寄稿を得た．これは我々の気象単会

が国際的にも広く認められていることの一つのしるしとして，我々の喜びに堪えないところである．

1957年11月

日本気象単会理事長

畠 山 久　　尚
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　　　　欧交編について
この和文編と共に日本気象学会創立75周年記念論文

集懸欧文編”が出版されました．その目次は巻末に

掲載してあります．


